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（４）成績評価 

 日本では、最終的な学位授与判断は、修士論文が中心となるのが一般的であ

る。そこでの問題点は、教育や研究指導の内容が所属する研究室、指導教員に

強く依存するため、修了予定者の間で修得内容・レベル等の質のバラつきが生

じやすいと指摘されていることである。近年、「教育の質の保証」が求められ

ており、複数教員による指導、評価など、組織としての評価システムをより確

実に構築、運用することが望まれる。最近のアンケート16によれば、大学院修

士の学生が大学院の教育・研究環境に対して最も低い評価としたのが、「修士

論文や成績の審査基準の厳正さ」であり、それについては、学生と教員の相互

信頼の基本であるため、大学院は学生に十分説明することが必要である。 
 
（５）修了要件 

 欧米と比べると、少なくとも工学系の技術者教育においては、日本では修士

                                                  
16 科学技術政策研究所「日本の理工系修士学生の進路決定に関する意識調査」（2009 年 3 月） 

（出典）東京大学大学院工学系研究科工学教育推進機構ホームページ http://ciee.t.u-tokyo.ac.jp/ciee/index-ciee.html 
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論文作成を除くと修了に要する単位数が少ない。ワシントンアコード17で認定

された日本技術者教育認定機構（JABEE）によれば、「日本技術者教育認定基

準（修士課程）18」の前文に以下の記述がある。 
  「わが国の高等教育機関において高度な技術者教育を行っている大学院博

士課程前期課程またはそれに相当する課程（以下修士課程という）で、その学

習・教育内容が 62 単位以上に相当するプログラムを認定する。（以下略）」 
  この「認定基準」の解説19に、「欧州等では修士論文等もその作成に当てる

標準的時間から単位数で評価しており、修了要件も単位数で定めている（日本

の単位に換算すると 80 単位程度）。（以下略）」とあり、日本での大学院設置基

準による修了単位 30 単位は、欧州に比べて少ないことになる。修士論文作成

の努力を残り 32 単位相当とする議論もあるが、共通理解が得られているとは

いえず、その実質的内容の「見える化」の工夫が求められている。 
 
  一方、日本国内の 12 大学で理工系を専攻する 2 年生以上の修士学生を対象

とするアンケート調査（有効回答数は 2,531 名）があり、そこでは、授業のあ

る 1 日の平均的な研究・学習時間として、半数以上が、1 日の研究・学習時間

として 8 時間以上を費やしていると回答している。必ずしも学習時間が少ない

ともいえず、修了要件と学習時間の関係についても検討を進めるべきである。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
  「従来型の教育効果の少ない講義を単に増やしたのでは社会の要請に応え

られない」との JABEE の指摘にも相応し、各研究科、専攻でのコースワーク

の在り方の多様性を尊重しつつ、人材養成目的を達成するシステムを、組織全

体で作り上げることが期待される。 
  なお、個人の能力、学習の到達度を教育プロセスのみでの修了要件や時間

数で測ることは出来ない。しかし、「国際的通用性」を主張するには、学習・

教育の質と量およびそれらを保証する仕組みの検討が必要である。 
                                                  
17 技術者教育の実質的同等性を相互承認するための国際協定 
18 http://www.jabee.org/OpenHomePage/syushi/criteria2009_syusi_090226.pdf  
19 http://www.jabee.org/OpenHomePage/syushi/kaisetsu_syusi090226.pdf 
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  以下参考として、マサチューセッツ工科大学（MIT）とスタンフォード大

学の修了要件を掲載する。両校とも必要単位数が多いことに加えて、分野によ

って所要条件が異なることに注目したい。 
 

 

  

  北欧、インド、中国の修了要件等についても参考として掲載する。欧米だ

けでなく、新興国の動向を把握しておくことは、今後留学生を増やす観点から

も大変重要である。 

筑波大学数理物質科学研究科
電子・物理工学専攻

筑波大学生命環境科学研究科
生物科学専攻

筑波大学生命環境科学研究科
環境科学専攻

東京工業大学理工学研究科
電気電子工学専攻・電子物理

工学専攻

International Program in
Telecomunication

Engineering
University of Vassa, Finland

School of Environmental
Sciences, Jawaharlal Nehru

University, India

語学

英語（200点）
TOEFLの受験者用スコア票または
TOEICの公式認定証の点数を評
価

英語（100点）
TOEICまたはTOEFLの点数を評
価、換算

英語（100点） 英語（100点）
TOEFLまたはTOEICの成績証
明書により、英語の試験成績を
換算

専門科目

500点
電子・物理工学

100点
植物系統分類学、動物系統分類
学、生態学、植物生理学、発生
学、細胞学、遺伝学、生化学、微
生物学、有機化学の分野から出さ
れる基本的問題11題から4問選択

100点
環境科学に関する基礎的な問題
についての小論文

400点
電気回路（交流回路、回路解析
等）
電磁気学（ベクトル解析、静電
界、静磁界、電磁誘導、電磁界
法則等）

口答試験

250点
専門に関する考査

100点 100点
研究計画書をもとに、専門分野、
環境問題に対する理解および本
人の志望について試問

筆記試験上位者を口頭試問受
験資格者とする
適正等の考査

修了要件

1. 単位:数理物質科学コロキウム、
および電子・物理工学各分野の特
別研究を必修とし、30単位以上を
取得する。
2. 修士論文の審査:1の必要単位を
取得した後に修士論文を提出し、
口述試験に合格すれば修士(工学)
の学位が授与される。修士論文の
審査は前期課程2年次末に実施す
ることを標準とするが、成績が優秀
な者は、2年未満に修士論文の審
査を受けることができる。

1. 専攻共通科目、専門科目、およ
び大学院共通科目30単位以上を
履修すること。
2. サイエンスプレゼンテーション等
の必修科目を履修する。
3. 選択必修科目（9単位）の中から
5単位を履修する。
4. 他専攻、他研究科の科目は10
単位を上限に修了要件として認定
できる。
5. 修士論文を提出し、最終試験に
合格する。
6. 優れた業績をあげたと認められ
るものは、在学期間2年未満でも
修了できる。

1. ２年以上在学（原則）
2. 研究科所定の３０単位以上修
得
3. 必要な研究指導を受ける
4. 修士論文を提出し、学位論文審
査に合格
5. 最終試験（主として口述試験）
に合格
（共通科目18単位以上、専門科目
12単位以上を履修すること。
合計40単位以上を履修することが
望ましい。
他の研究科および専攻が開講す
る授業科目を履修する場合、当専
攻が修士論文を作成上必要と認
めた授業科目については、10単位
を限度として当専攻の開講する専
門科目を履修したものとする。）

1. 修士課程を修了するために
は，大学院に2年以上在学し，
30単位以上を修得し，かつ，必
要な研究指導を受けた上，修士
論文の審査及び最終試験に合
格しなければならない。
2. 30単位以上のうち，16単位以
上は所属する専攻の授業科目
から修得しなければならない。
3. 30単位以上のうち，4単位以
上は他の専攻又は研究科の授
業科目，大学院国際コミュニ
ケーション科目・大学院総合科
目・大学院留学生科目の中から
修得しなければならない。
4. 修士課程において履修した
学部の専門科目及び文明科目
の単位は，学習計画上特に必
要

120 ECTS (80単位) 修得。
(内訳)
Method Studies: 15 ECTS (10
単位)
Minor or Complementary
Studies in the Major Subject:
25 ECTS (17単位)
Optional Corses: 10 ECTS (6
単位)
Major Studies- Advanced
Level Studies: 40 ECTS (27単
位)
Major Studies- Master Thesis:
30 ECTS (20単位)

24単位修得。
(内訳)
Common Course: 8単位
Optional Course: 9単位
Dissertation: 7単位

（出典）「第 6 回大学院における高度科学技術人材の育成強化策検討ワーキング・グループ」資料より抜粋 

（出典）東京大学大学院工学系研究科工学教育推進機構ホームページ http://ciee.t.u-tokyo.ac.jp/ciee/index-ciee.html 


